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第７号 

秋葉区 
ボランティア・ 
市民活動センター 
だより 

ボランティアっていろんなカラーがあってステキ！ 

FM にいつ 76.1『クリック！秋葉区』で毎月第 3金曜日 10：07 頃にボランティア情報を放送中！ 

目の不自由な方や、お知り合いに目の不自由な方

がいらっしゃいましたら、ぜひご利用ください。 

文字による情報入手が困難な方のために点字や

音声訳などの方法で情報を提供しています。 
①広報物を定期的に自宅へ発送します 

あきは区だより・ごみカレンダー・区バス時刻表・ 

秋葉区社協だより など 

②要望の本、冊子、郵便物を点字、音声訳 

にして、お届けします 
※専門的な書籍等はお受けできない場合があり 

ます。 

③直接お会いして、手紙やお知らせを対面 

で朗読します 
※本や冊子は除きます。 

このサービスは、秋葉区内の点訳、音声訳のボラン

ティアグループより協力いただき、実施しています。 

 

無料 

秋葉区ボランティア・市民活動
センターまで、お気軽にご相談
ください。 

TEL０２５０－２４－８３４５ 

電話・FAX・メールで、 

秋葉区ボランティア・市民活動センターへ 

◇ＴＥＬ◇ 

０２５０－２４－８３４５ 

◇ＦＡＸ◇ 

０２５０－２３－３３２２ 

◇メール◇ 

vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp 

 

■ ボランティア体験・見学会 

■ ボランティア団体ＰＲコーナー 

■ 障がい施設物販コーナー 

■ 喫茶コーナー 

日 時 3 月15 日（木）13：00～15：00 

会 場 新津健康センター はつらつホール 
（秋葉区程島 1979-4 TEL：22-2940） 

手話通訳 

要約筆記 

有り 

秋葉区内のさまざまなボランティア活動を 見て・聞いて・体験 しませんか♪ 

どなたでもご参加できます。お待ちしております！ 

入場無料 

まだ食べられるのに眠っている食品をご寄付ください。 

①未開封品 

②産地が特定できる品（米、野菜） 

③賞味期限が最低 2 ヵ月程度ある食品 

④常温保管が可能なもの 

当日、会場で フードドライブ を 開催 します！ 

ご家庭で眠っている食品ありませんか？ 

当日会場に食品（例：米・缶詰・インスタントラーメン等）

をお持ちください。 

「もったいない」から「ありがとう」へ 

◇登録ボランティア・サロン関係者の皆さまへ◇ 
今年度も午前の部あります♪(10 時～12 時) 
後日、別途ご案内をお送りします。 



 

 

秋葉区社会福祉協議会 

秋葉区ボランティア・市民活動センター 

〒956-0864  

新潟市秋葉区新津本町１丁目２番 39号 

新津地域交流センター２Ｆ 

TEL：0250-24-8345 

FAX：0250-23-3322 

e-mail：vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp 

●ボランティアに関するご相談・お問い合わせ 

 ご意見・ご感想など、ぜひお気軽にご連絡ください。 

■開所時間 

 月曜～金曜 

 ８：３０～１７：１５ 

 

 
新津地域交流センターは 

ＪＲ新津駅前にあります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は、左記にご紹介した小田さんからご協力い

ただき、子育て支援★コラムをお届けします。 

 

●子育てのヒント 

お子さんに初めて飴を上げる時、“喉につかえてし

まったらどうしよう…”って思うことはありません

か？そういう時は、１コ包装の飴を袋から出さずに、

包丁の柄などでガツン！と叩いて細かくします。そ

っと袋を開いて食べやすい大きさの飴からお子さん

の口へどうぞ。 

 

●室内あそび 

おうちの中でも楽しく遊びましょう！ 

①魚釣り：いろんな色の少し厚めの紙を魚の形に切

ってクリップを付ける。新聞紙で棒を作り、タコ糸

に磁石を付けて、竿を作り、魚を釣る。 

②ペットボトルのボーリング：ペットボトルをピン

に見立ててボーリング。ペットボトルにかわいい

紙を入れたり、ボールがないときは、新聞紙を丸め

てテープで留めても。  

みなさんの活動を紹介します！ 

「子育て支援ボランティア 

Po K o . P o K o - c l u b」 

 
ボラセン直通番号

ができました！ 

『ボラフル』を店頭や窓口などに設置いただける設置協力店を募集しています！ぜひご協力ください！ 

今秋に終了した『子育てサロン合同運動会』主宰の

小田智子さんが、新たに『子育て支援ボランティア

Poko・Poko-club』をスタートしました。 

早速、12 月 14 日（木） 

に、子育てサークル「おぎか 

わ Kids」からの依頼で「クリ 

スマス会」の講師として活動。 

手遊びやからだ遊びなど、親 

子で一緒に楽しく遊びました。 

小田さんは保育士として勤めなが 

らも、絵本の読み聞かせや、手作りの 

布の絵本の制作もされています。 

様々な活動を通して“子育てって 

楽しいよ！”ということを、伝えて 

いらっしゃいます☆ 

  
代表 小田さん 

 誰もが安心して住み慣れた地域で暮らし続けたい

という願いを実現するため、私たちができることを

一緒に考え、秋葉区の地域福祉をすすめましょう！ 

日 時 平成 30 年3 月1 日（木） 

     13：30～16：20 

会 場 秋葉区文化会館 

参加費 無料（手話通訳・要約筆記有） 

 

 

「ひとりぽっちを見逃さない」 
～苦しむ人々を地域住民と支える～ 

社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会 

福祉推進室長 勝部 麗子 氏 

＜実践発表者＞ 

●満日地区社会福祉協議会    西塔 嘉子さん 

●          「だんだん・嶋岡」大貫 正樹さん 

●秋葉区ボランティア・市民活動センター 藤田 知美 

＜コーディネーター＞ 

新潟医療福祉大学 社会福祉学部社会福祉学科 

准教授 青木 茂 氏 

 
秋葉区社会福祉協議会 

TEL ０２５０－２４－８３７６ 

＜開催のお知らせ＞ 

平成 29年度 新潟市秋葉区社会福祉協議会 地域福祉実践報告会 
―「地域における支え合いのしくみづくり」について考えるー 

 

地域包括ケア推進 

モデルハウス 


